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第 2 章では、筆者は第 1 章で検討した池田・内山（2012）におけるバスケットボール版 CE 尺度をバ
ージョンアップさせることで、より一般的で汎用性の高い尺度を開発し、その信頼性・妥当性を検証し
ている。探索的因子分析及び検証的因子分析によって、バスケットボール競技における新たな CE 尺度








 第 3 章では、第 2 章で汎用性が実証された尺度を用いて、まず、パフォーマンス・レベルによる CE
の差異について検討している。その結果、調整因子がバスケットボール特有の課題達成場面に関連しに
くい因子であることを、他方、戦術及び特性因子においては、先行研究（Heuze et al.、 2006；Watson 
et al.、 2001）を首肯する結果が得られ、パフォーマンス・レベルの高い選手の方が、その他の選手（低、
中程度）よりも CE が高いことを明らかにしている。次に、CE と密接に関連するパフォーマンス指標
を特定するために、パフォーマンス指標と CE との関係性について、相関分析を用いて網羅的に検討し
ている。その結果、「シュートに関する項目」「勝敗に関する項目」「客観的で精度の高い指標」（Bray 







 第 4 章では、CE とその関連概念である集団凝集性（CO）、チーム・パフォーマンスとの関係性及び
その変容過程について検討している。まず、級内相関係数（Intraclass Correlation Coefficient）を用
いて CE と CO 尺度における得点の変動が、集団による影響（between level effect）を受けているか否
かを検証した結果、CO 尺度における ATG-T を除く全ての因子で有意な結果が認められ、同集団に所





フォーマンスを認知することによる CE の変動が相対的に強く、他方で、CO に関しては、そのような
関係性が弱いことを明らかにしている。一方で、チーム・パフォーマンスの測定前（公式戦前）に質問
紙調査を行うというデザインによって得られた 3 変数の変動について検証し、CE が予測因となってチ
ーム・パフォーマンスの程度を説明できることも実証している。 
結章では、以上の種々の検討を総合し、筆者は、比較的パフォーマンス・レベルの高い集団では、チ




















平成 31 年 1 月 30 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
